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〈研究ノート〉
南北アメリカ大陸をつなぐ翻訳者たちの絆
―ドナルド・キーンに聞く、酒井和也とスペイン語圏における日本文学の翻訳―
高木佳奈（東京外国語大学大学院博士後期課程）
【キーワード】翻訳、日本文学、ラテンアメリカ、日系アルゼンチン人、
オクタビオ・パス
はじめに
　今日、日本文学が世界中で親しまれるようになったのは、原文を損なうことなく、日本語
を解さない読者にもその魅力を伝えようと努力してきた翻訳者たちの功績があったからであ
る。その最大の功労者の一人として誰もが認めるのが、ドナルド・キーン 1（1922-）であろう。
キーンの翻訳は非英語圏の翻訳者にも大きな影響を与え、日本文学が多言語に訳される土壌
を築いたと言える。
　ラテンアメリカでも 1950 年代から日本文学の翻訳が出版されるようになったが、その中
心を担ったのが酒井和也（1927-2001）2 である。古典文学から芥川龍之介、三島由紀夫、安
部公房などの現代文学まで幅広く翻訳した酒井は、重訳の多かった当時、ほとんど唯一の日
本文学専門の翻訳者として高く評価された。
　アルゼンチン、メキシコ、米国テキサス州で活躍した酒井の足跡を辿っていくと、米国の
日本文学研究者キーン、そして林屋永吉と『おくのほそ道』を共訳したメキシコの詩人オク
タビオ・パスとのつながりが見えてきた。南北アメリカ大陸をまたいだ三人の交流は、翻訳
という形で結実し、スペイン語圏の読者に日本文学に親しむ機会を提供した。日本文学が世
界に羽ばたいていく過程で、それぞれ重要な役割を果たしたキーン、パス、酒井が、国や言
語を超えてつながっていたという事実は非常に興味深い。
　今回、幸運にもキーンにインタビューを行う機会に恵まれた（2016 年 1 月 21 日、於キー
ン宅）。酒井和也を中心に、スペイン語圏における日本文学の翻訳について、またパスや日
本の作家たちとの親交について、話を聞くことができた。以下、酒井和也の簡単な紹介とと
もに、キーンから得た貴重な証言を報告する。
1. 酒井和也について 
　ドナルド・キーンをはじめ、英語圏にはアーサ ・ーウエーリ、エドワード・サイデンステッ
カー、アイヴァン・モリスなどの著名な翻訳者が数多くおり、日本文学研究の現状もよく知
られている。一方で、日本との交流も深いスペイン語圏における翻訳については、あまり研
究されてこなかったと言える。実際、英語圏と比べれば、歴史的にみてもその数は圧倒的に
1　 コロンビア大学名誉教授、東京外国語大学名誉博士。
2　 酒井の詳しい経歴については拙稿（高木2015、2016）を参照されたい。酒井の生年については、戸籍に大正15（1926）年生ま
れとあり、初期のプロフィー ルにも1926年生まれと記載されているものがある。しかし、ほとんどの資料で1927年生まれとされて
いるため、本稿もそれに従い1927年とする。
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少ない。近年、日本文学人気の高まりとともに翻訳数は増えてきているが、良い意味でも悪
い意味でも、英語圏の影響を強く受けてしまう状況がある。現在でも英訳、もしくは他のヨー
ロッパ言語からの重訳が少なくないだけでなく、スペイン語に翻訳される際、英訳の有無が
出版の可否に大きくかかわっている。英語圏での評価を無視することは出来ないのである 3。
　このような状況が続いている中で、異彩を放っているのが酒井和也の存在である。1954
年にアルゼンチンで芥川龍之介の『羅生門』を翻訳、出版して以来、それまでほとんど知ら
れていなかった日本文学の紹介者として、スペイン語圏の文壇の注目を集めた。酒井は日本
研究における「先進国」であった米国に追いつこうと、話題となった作品を次々と翻訳した。
一方で、芥川の短編「歯車」のように、独自の基準で作品を選択し、その先見性を示してい
る例もある。1959 年という世界的に見ても早い時期に翻訳された 4 この作品は、海外で好ま
れた王朝物とは異なる作者の一面を提示するものである。作家研究のために重要な作品であ
るとして（酒井 1972:･275-276）、英訳よりも早い段階でその価値を認めた酒井の翻訳は、ホ
ルヘ・ルイス・ボルヘス 5 らラテンアメリカの作家にも評価された。
　1927 年にブエノスアイレスに生まれた酒井は、1938 年から 1950 年まで日本で教育を受け
た、所謂帰国二世 6 である。早稲田大学文学部を中退してアルゼンチンに帰国し、日本文学
の翻訳活動と平行して画家としても活躍し始める。1963 年にニューヨークに短期滞在した
後メキシコに渡り、1964 年からエル・コレヒオ・デ・メヒコ（El･Colegio･de･México ／メ
キシコ大学院大学）に新設された国際学研究所の東洋研究部門 7 で日本文学を教えた。また、
オクタビオ・パス主宰の雑誌『プルラル（Plural）』の編集長とアートディレクターを務め、
日本文学の翻訳や、音楽・美術批評を掲載した。メキシコでは多くの学生を指導し、日本研
究者を育てた他、日本近現代文学の解説書『日本：･新たな文学に向けて（Japón:･Hacia･una･
nueva･ literatura）』（1968）や、『能楽入門：･日本の古典演劇（Introducción･al･Noh:･Teatro･
clásico･japonés）』（1968）を出版した。1977 年からテキサスに移住し、テキサス大学ダラス
校などで教えたが、2001 年に亡くなった。酒井の翻訳に関する業績については 4章の一覧
表にまとめた。
　酒井とキーンの最初の接点は、アルゼンチンを代表する文芸雑誌『スール（Sur）』である。
1957 年に主宰者のビクトリア・オカンポとオクタビオ・パス、キーンの企画によって日本
文学特集号が組まれ、そこに酒井も参加している。『スール』は全頁を割いて日本文学を取
り上げ、パスによるイントロダクション、キーンによる解説の他、石川啄木『ローマ字日記』、
谷崎潤一郎『陰翳礼讃』、芥川龍之介「袈裟と盛遠」、志賀直哉「范の犯罪」、横光利一「時間」、
川端康成「ほくろの手紙」、太宰治『ヴィヨンの妻』、林芙美子「下町」と、詩歌（安藤一郎、
萩原朔太郎、北川冬彦、北原白秋、草野心平、宮沢賢治、中原中也、中野重治、立原道造、
高村光太郎、竹中郁、田中克己、与謝野晶子）、三島由紀夫「綾の鼓」、フアン・ペドロ・フ
3　 詳しくはStahl (2012)を参照。
4　 嶌田（2001、2003）。ロシア語訳が1936 年、英訳が1965 年に出版されている（天野1972）。
5　 ボルヘスは酒井訳の『河童、歯車』に序文を寄せている。
6　 帰国二世とは、アルゼンチンで生まれた日系二世のうち、教育を受けるために日本に渡り、その後帰国した者のことである。米国
には帰国二世に相当する用語として、「帰米」がある。
7　 Sección de Estudios Orientales。その後アジア・アフリカ研究所（Centro de Estudios de Asia y África）と名前を変えた。
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ランセ（Juan･Pedro･Franze）による沖縄音楽の解説が掲載された。酒井は、「袈裟と盛遠」
と「綾の鼓」の二作品を翻訳している。
　『スール』の紙上で出会った二人は、1963 年にニューヨークで実際に友人となった。キー
ンもまたメキシコ大学院大学で講演し、日本文学講座を開講したことがあり、二人の国境を
超えた友情は、酒井が亡くなるまで続いた。
2. ドナルド・キーン、インタビュー
『スール』249 号（1957 年）日本文学特集について
高木（以下、T）：アルゼンチンで最も影響力のある文芸雑誌であった『スール』が日本文
学特集を組んだことは非常に画期的だったと思います。オクタビオ・パスのイントロダクショ
ンによれば、前年にニューヨークでキーン先生とビクトリア・オカンポに会った際、この企
画が持ち上がったそうですが、この時のお話を詳しくお聞かせ頂けますか。
キーン（以下、K）：はい。私ははっきり覚えていないんですよ。なるべく私の記憶を辿っ
て話してみたいと思います。多分オクタビオ・パスに会ったのは、共通の友達がいたからで
す。その友達はフォービアン・バワーズ（Faubion･Bowers,･1917-1999）という名前でした。
彼は日本で大変知られていました。なぜなら、彼は戦時中軍人でしたが、戦争が終わってか
ら彼は日本の歌舞伎に特に深い関係がありました。当時はなるべく軍国主義の作品とかそう
いうものをやってはいけないという状況だったのですが、彼は一生懸命にやって、結果とし
て、忠臣蔵を歌舞伎でやることができました。
　当時は、オクタビオ・パスは東京にいました。メキシコの大使じゃなかったですか 8。要人
みたいなものでしたが、（バワーズと）友達になりました。オクタビオは日本語は全然出来
ませんでしたが、彼は日本にいる間に詩歌を書いたし、深く日本の文学と文化に興味があり
ました。おそらく彼は誰か友達から、『おくのほそ道』は日本文学の傑作だと聞いたのでしょ
う。ともかく彼は、その後林屋さん 9 という、メキシコで日本大使になった人と知り合って、
一緒に『おくのほそ道』の翻訳をやることになりました。ちょうど同じ時に、私は二度目の
英訳をやっていました。そして二人とも『おくのほそ道』に興味があるから、きっとバワー
ズさんが私たちを紹介したのでしょう。
　私はオクタビオ・パスとすぐ、非常に友達になったのです。そして色々一緒にしました。
当時彼はニューヨークにいて、奥さんとお嬢さんも一緒にいました。当時は特別に『おくの
ほそ道』について聞かなかったのですが、私の翻訳、英訳を彼にあげたんです。どれくらい
役に立ったかわからないです。おそらく林屋さんの翻訳は正確だったでしょうが、しかし彼
は適当にスペイン語に直すことが出来なかったから、オクタビオ・パスは私の英訳を見て、
こういう風にいったらよりおもしろいとか、そういうことはあったんじゃないかと思います。
　私のもう一つの本、『日本文学入門』という本があります。イギリスで発表されましたが、
しかし後でアメリカ版も出来ました。オクタビオは、それに非常に感心しました。自分で言
8　 1952年に東京の大使館を再開するために臨時代理大使として派遣された。
9　 林屋永吉（1919-2016）：元駐ボリビアおよびスペイン日本大使。1952年から在メキシコ日本大使館に勤務し、オクタビオ・パスとと
もに松尾芭蕉『おくのほそ道』をスペイン語に翻訳（1957）した。
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うとおかしいですけれど。しかし、私といろいろ話をしました。彼は本当に日本の文学に深
い関心がありましたから、話すことは楽しかったです。
T：オクタビオ・パスが『おくのほそ道』を翻訳した直後に『スール』の日本文学特集号が
出ています。こちらは全て現代文学を取り上げていますが、なぜ現代文学の特集になったの
ですか？
K：覚えていません。私はビクトリア・オカンポとは一回しか会っていないんです。もう一
度会いたいと思っていたんですが、大変な人が周囲にいましたから、私は終いに会えないと
思いました。とにかく彼女は大きな存在だったのです。
　おそらくホセ・ビアンコ 10 さんから、今までなかったことですが、今度『スール』に日本
の文学を中心に掲載するから、あなたが好きなものを選んで、そして自分がスペイン語訳に
すると言われました。私はその前に『日本文学選集』を出していました。ということで、『日
本文学選集』にある作品を大分、『スール』のために使ったのです。
T：それではここに掲載された作品のラインナップはキーン先生がほぼお一人で決められた
のでしょうか。
K：私はそう記憶しています。しかしあるいは別の人が違うものを入れたかもしれないです。
私は当時まだ若くて、『日本文学選集』は非常な成功でした。というのは、出た時に、二千
部しか発行されなかったのです。そしてその二千部は、永遠に全部売れることはないだろう
と思われていて、残っている部分をニューヨークのジャパン・ソサエティが買ってくれると
いうことになっていました。しかし、二冊分出たのは、８月だと思いますが、クリスマスま
でに全部売れたのです。要するに、そういう本がなかったのです。そして戦争がもう終わっ
たし、日本の美術とか、日本のものが人気がありました。特に日本の国宝や映画がアメリカ
の色んな所で見られました。そのときまでは日本の美術は中国の美術の真似にすぎないとか、
そういう考え方がありました。しかし実際上、国宝のようなものを見ると、誰も何も言えな
くなったのです。すばらしいものだとわかったのです。
　そういうことがあって、『日本文学選集』は成功を収め、未だに売れています。こういう
本は他にはあまりないんです。私は運が良かったと言えますが、きっとオクタビオ・パスは、
それを読んでいました。
酒井との出会いについて
K：よく思い出せないのですが、酒井さんは、私に会いたいということで、私のニューヨー
クの家に来たんです。
T：それはいつ頃のことですか？酒井さんは 1963 年に初めてニューヨークに行っています
10　 José Bianco (1908-1986)：アルゼンチンの作家、翻訳家。
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が…
K：その時だったでしょう。そして彼は、当時はまだオクタビオ・パスと知り合いではあり
ませんでした。私が初めて紹介しました。彼（酒井）の話は、まあご存知でしょうが、アル
ゼンチンで生まれて、教育は大体日本で受けました。しかしアルゼンチンに帰って、結婚し
て、奥さんが彼にスペイン語を教えたのです。つまり、子どもの頃スペイン語を知っていた
のですが、ずっと日本にいてあまり使わなかったのです。しかし奥さんは綺麗なスペイン語
が出来まして、それで彼の知っていたスペイン語が戻ってきたんです。
T：では酒井さんの方からキーン先生に連絡があって、ニューヨークに行った際に尋ねてき
たと。
K：はい。そして会ってすぐ友達になって、今度は奥さんを連れてきたんです。
オクタビオ・パスと酒井について
T：キーン先生が酒井さんにオクタビオ・パスを紹介されたということですが、キーン先生
はこの時のことを、2002 年に国際交流基金で行われた「オクタビオ・パスを偲ぶメキシコ
文化週間」の講演で語っておられます。少し長いですが引用します。
　　･その後、1967 年に私はコレヒオ・デ・メヒコで日本文学について二度講演することに
なり、ひと月その街で過ごしたが、その頃オクタビオ・パスもたまたまメキシコに帰っ
ていた。彼は、パリへ行ったカルロス・フエンテスの家に間借りしていた。私はKa-
zuya･Sakai と一緒に彼を訪ねていった。Sakai は日本人を両親に持つ、アルゼンチン育
ちの古い友人で、素晴らしい作品を描く画家でもあった。コレヒオ・デ・メヒコで日本
文学の講座を持ち、私を自宅に泊めてくれた。彼らを引き合わせた瞬間、私は二人の間
に緊張が走るのを悟った。少しずつ事の次第が分かってきた。パスは Sakai に日本人を
見ていた。一方、Sakai はアルゼンチン人であることに誇りを抱いていたので、日本人
のように扱われることは彼を不愉快にさせずにおかなかった。時が過ぎて二人は親友に
なり、雑誌『Plural』で一緒に働くことになった。パスはエッセーでこう述べている。
　　･「第二次世界大戦後、ラテンアメリカの人たちは再び日本文学に関心を寄せるようになっ
た。その証拠にわれわれの『奥の細道』、それに雑誌『Sur』の日本近代文学特集号お
よびKazuya･Sakai の翻訳がある。彼は孤高の、しかし百人力の翻訳家である」
　　（キーン 2014:･83-84）
T：キーン先生が酒井さんを紹介したのはこの時ですね。
K：はい、私が初めてあったのはそのとおりでした。フエンテスのお宅でした。
そしてその直前だったでしょうが、『枕草子』の部分訳を酒井さんがやったのです。オクタ
ビオはそれをあまり褒めなかったんです。褒めなかった理由は、私の感じでは、メキシコ人
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はアルゼンチンの人をあまり好きでないという感じです。メキシコ人はアルゼンチン人を偽
物のヨーロッパ人だとか、自分たちのインディアンとしての過去を無視して、自分たちをヨー
ロッパ人だと思っている人たちだという、そういうような考え方がありました。
　『枕草子』は正確に翻訳されました。しかし、僕はスペイン語は十分に話せませんが、パ
スさんはタイトルの訳について言っていました11。酒井さんはEl･libro･de･la･almohada と訳し
ましたが、almohada は文字通り枕、英語の pillow の意味です。パスさんはただ直訳で枕に
ついての本ではなく、“libro･de･cabecera”、フランス語の“livre･de･chevet”と訳すべきだと言っ
ていました。意味は、いつも自分の枕の近くにある本、非常に好きで寝る時でもそばにある
という意味です。
　しかし、それは初めだけでした。だんだん、パスさんは、酒井さんをいい人だと、本当に
知っているという人だと思うようになり、だんだん友だちになったんです。そして『プルラ
ル』ができた時に、酒井はメキシコで文学者としてあまり知られていなかったのですが、彼
は文学の担当者になりました。半分は共産主義、半分は文学という、変な雑誌でした。雑誌
を知っている人は、共産主義のことは読まなくていいと思って、文学のことを第一に思って
いました。
　それで酒井さんがメキシコで大きな存在になったのです。同時に彼は、絵を描いていまし
た。そしてだんだん、絵が流行ったのです。大体私の記憶では、メキシコ人よりも外国人が
その絵を買っていました。彼は画家として相当高く評価されていました。
メキシコについて
T：酒井さんは 1964 年からメキシコのコレヒオ・デ・メヒコで日本文学を教えていました。
キーン先生は 67 年にコレヒオ・デ・メヒコで講演をされ、その後 69 年に一ヶ月間日本文学
を教えていらっしゃいます。
K：あの時私は、スペイン語を読めましたけど、話すことができませんでした。それで私は
自分の講義を英語で書いて、アルゼンチン人の女性が翻訳しました。翻訳はその女性が書い
て、私は質問があったらわかりましたけど、返事を英語でしました。
当時日本語を教える場所は、スペイン語の世界ではメキシコだけだったのです。キューバ人
や、アルゼンチン人、みんなメキシコに行っていました。
T：この時、La･literaturea･japonesa･entre･Oriente･y･Occidente という本をコレヒオ・デ・
メヒコから出版されています。
K：はい。私はその本が出たことが大変嬉しかったです。
11　 オクタビオ・パス研究者のアウレリオ・アシアイン（Aurelio Asiain）によれば、コロンビア大学に保管されているパスからキ ンーに
宛てた手紙にこのやりとりが残されている。パスは酒井の翻訳を読み、タイトルが不適切であると追伸で述べているが、キ ンー
は酒井の訳が正しいと返事を送っている。初出ではEl libro de almohadaだったタイトルは、その後1974年に『プルラル』に掲
載された際、El libro de la almohadaと変更された。
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三島由紀夫について
T：酒井さんは 1959 年に三島由紀夫の『近代能楽集』を翻訳しています。
K：はい。大体同じ頃です。僕のほうが早かったです。私はまず、『文芸』という雑誌に載っ
た「班女」という近代能を翻訳したいと三島さんに言いました。初め、ニューヨークの一流
の出版社は売れないだろうと言いました。しかし「卒塔婆小町」を読んでから意見を変えた
のです。
T：酒井さんは三島由紀夫と親交があったそうですが、キーン先生と三人で会われたことは
ありますか？
K: それは覚えていません。全然違いますけど、安部公房さんの時は一緒でした。
安部公房について
T：キーン先生が酒井さんに安部公房を紹介したのでしょうか？
K：多分そうじゃないと思います。私がはじめて安部さんに会ったのはニューヨークでした。
ちょうどオリンピックのときでした。彼は私に非常に悪い印象を受けたんです。私が何か、
ドラッグとかそういうものをやっていると思って。私は日本からアメリカに帰ってまだ時差
ボケで、そして彼は元医者でしたから、彼は私の歩き方が普通でないと思って、絶対私に会
いたくないと思ったようです。
　私は大江健三郎と親しかったので、終いに三人で食事をすることになりました12。その時か
ら安部さんと大変親しくなりました。そして三島さんが自殺してから、日本の作家で一番近
かったのは、安部さんでした。
T：私は酒井さんが、満州育ちである安部に対して共感を抱いたのではないかと思っていま
す。キーン先生は、「満州と日本、二つの故国を持っていた安部は、どちらの国にも固執し
なかった。彼が郷愁や郷土への誇りなどを抱くとは想像するのも難しいが、失われた故国、
満州を決して忘れはしなかった（キーン 2012:･80）」と書いてらっしゃいますが、この表現
は酒井さんにも当てはまると思うのです。一方で、「満州育ちだったからこそ普通の日本人
よりも日本人であるということを鋭く感じたのだ（キーン 2012:･448）」とも書かれています
が、これこそまさに、酒井さんが日本文化の研究を続けてきた理由だったのではないかと思っ
ています。
K：いつか彼は、アルゼンチンの法律で、和也という名前は使えず、スペイン語の名前を取
らなければならないと言っていました。
12　 酒井は安部公房の紹介によって大江健三郎と知り合い、翻訳について手紙のやりとりをしている。
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T：ロベルト 13 ですね。
K：ロベルト、そうでした。そのことを非常に不愉快に思っていたらしい。しかし彼はいろ
いろアルゼンチン的な面もありました。例えば女性の手にキスする時。そういうところはメ
キシコにないし、アメリカにもない。しかしアルゼンチンはヨーロッパ的ですから。彼はそ
うしました。丁寧に。
T：逆に日本人らしいなとお感じになった部分は？
K：日本に長くおりますと、日本人の知人はたくさんいますから、普通のアメリカ人のよう
に日本人らしいとか、アメリカと違うとか、そういう風に思うことはあまりないです。しかし、
こういうことがありました。彼はニューヨークに泊まるところがありませんでした。それで
私のところに部屋がありますから、そこに泊まりました。彼は毎晩毎晩出かけていました。
酒井の言語能力について
K：夫婦は大体スペイン語で話していました。しかし私は場合によってはわからないから、
私のために日本語を話してくださったのです。しかし夫婦二人だけで日本語を使うことが
あったかどうかは覚えていないです。私のために日本語で話していました。私にとって日本
語はスペイン語よりはるかにわかりやすかったです。
T：キーン先生と酒井さんが二人で話すときは基本的に日本語で話されていたんですね。
K：はい、そうです。
T：そしてオクタビオ・パスさんがいるときはスペイン語で話す、というふうに使い分けて
いらっしゃったんですね。
K：そうでしょう。それができました。
T：色々な方にインタビューして、酒井さんはほぼ完璧な日本語とスペイン語を話していた
と聞いたのですが。
K：はい、そう思いました。私はスペイン語を勉強したのは二年間だけで、長い間全然使っ
ていなかったです。ということで、相当苦労して、聞いて、場合によってはどうしてもスペ
イン人ばかりの集まりの時に、一生懸命わかるようにしていましたが、私の耳で聞いたかぎ
りでは、酒井さんは全く他のメキシコ人と同じように話していました。彼はアルゼンチンの
13　二重国籍だった酒井は日本語名の他にスペイン語名（ロベルト・サカイ／Roberto Sakai）も持っていた。アルゼンチンに帰国当
初、酒井ロベルトの名で翻訳（アルゼンチン文学の日本語訳）を邦字新聞に発表していた時期もあったが、1954年以降は一貫
してKazuya Sakaiを名乗り続けた。
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スペイン語ではなかったです。メキシコでした。
T：メキシコ人の発音で、メキシコの表現を使っていたのですか。
K：アルゼンチンはジャとか言いますけど 14、そういうふうな言葉は使わなかったです。やろ
うと思ったらもちろん出来たはずですが、私に、あるいはメキシコ人に話す場合はメキシコ
のスペイン語でした。メキシコのスペイン語はもっとスペインに近いです。
酒井の翻訳について
T：酒井さんは日本文学の翻訳家として、英語圏、特に北米の動向を注視し、自分の研究に
取り入れていたように思います。ラテンアメリカよりも日本研究が進んでいたアメリカ合衆
国で話題になった作品を、積極的にスペイン語に翻訳していました。日本文学研究者の先輩
として、キーン先生から翻訳する作品についてアドバイスをすることがあったのでしょうか。
K：間接的にやったでしょう。私が翻訳する場合は彼と話して、これが面白いとか、しかし
こういう本はきっとスペイン語によくなるだろうとか、そういう話はしませんでした。彼は
英語にも少し関心がありました。彼は Gun という言葉が好きでした。そしてよく自分の抽
象的な絵にGun という言葉を使っていました 15。
T：酒井さんの英語を聞く機会はありましたか？
K：多少あったでしょう。初めて会った時、酒井さんは確かポピュラーの音楽しか好きじゃ
なかった。しかし私はクラシックが好きです。そして最後に彼がクラシックを非常に好きに
なりました。
T：キーン先生のお手紙にもオペラについて書かれていましたが 16、音楽についても話が合っ
たのですね。
K：合ったでしょう。
K：酒井さんは英語圏で話題になった作品だけでなく、独自の基準で翻訳作品を選んでいま
した。例えば芥川の「歯車」は、自伝的な内容で作家研究に有益な作品であるとして、1959
年に翻訳しています。
K：早いです。
14　 アルゼンチンではyおよびllの発音が独特であると言われている。
15　 酒井は60年代に”Gun”というタイトルの作品を描いている。
16　 キ ンーから酒井に宛てた手紙に、以下の文章がある。「正直に言って酒井さんのオペラ・マニアに驚きました。驚きばかりではな
く、喜びました。ニュ ヨーー クでの私の最大の楽しみはメットへ行くことです。」（年不明、4月14日付。酒井スミコ氏所蔵）
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T英訳よりも早いですね。
K：はい。そうです。
K：これはボルヘスが序文を寄せている点でも興味深い作品です。日本文学がほとんど知ら
れていなかった当時のアルゼンチンで、このような作品選択は非常に先進的だったと思うの
ですが、この点についてどう思われますか？
K：彼は多分日本語を読んで大変感心しまして、英訳があるかどうか調べたらないというこ
とで、やはり自分は先駆的なことをやろうと思ったでしょう。
T：やはり当時日本語から直接スペイン語に訳せる翻訳者は珍しかったと思います。
K：いなかったです。本当にヨーロッパの国でスペイン語は一番遅かったです。
T：現在でもスペイン語の翻訳には重訳が多いですね。
K：イタリアも同じです。イタリアでは今でも、学生が日本語を覚えたいと思うとまず英語
を勉強しなければならないのです。
T：酒井さんはキーン先生のご友人のサイデンステッカー氏やアイヴァン・モリス氏とも交
流があったそうですが、キーン先生のご紹介ですか？
K：多分モリスさんを紹介したと思います。
T：日本文学研究者のつながりがあったのですね。
K：モリスさんは半分スウェーデン人でした。最初に知った国語はスウェーデン語でした。
そして子供の頃に英国の学校に行って、英国の訛りがあったから、言葉に非常に敏感だった
んです。アーサー・ウエーリの唯一の弟子といってもいい。
T：キーン先生から酒井さんへのお手紙に、酒井さんの『源氏物語』翻訳の計画と補助金の
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申請についての記述があります17。酒井さんは雑誌『プルラル』に「夕顔」を翻訳していますが、
それ以外の翻訳は実現していません。『源氏物語』の完訳を計画していたのでしょうか。
K：こういうことがありました。当時私は中央公論社と大変親しかったです。社長は私の本
当に親しい友達で、当時中央公論社は上手く行っていました。全集ものでお金がありました
から、スペイン語の翻訳のためにお金を貸してくださいませんかと言いました。そして嶋中
さんは考えたのですが、きっと数年間の仕事ですから、相当の金がいると。終いには出来な
かったのです。
T：他に翻訳を計画していた作家、作品はあったのでしょうか？
K：『源氏物語』だけでした。あれは確かにやりたいと思っていました。
T：酒井さんは日本人であり、また同時にアルゼンチン人でもあったわけですが、キーン先
生が今日本人となられたことについて、酒井さんが生きていたら、何と言うと思われますか。
K：まず国籍を忘れて、自分だけの良心、正しいやり方を考えるほうがいいです。私は日本
が非常に好きです。日本人も好きです。しかし、日本が世界一だとかそういう話を聞くと、
あまり好きじゃないです。
T：酒井さんのインタビューを読むと、彼も同じ考えだったと思います。酒井さんも国籍に
こだわらず、自分を日本人であり、同時にアルゼンチン人、ラテンアメリカ人であると言っ
ていました 18。
最後に一言お願いします。
K：酒井さんは非常に大事なことをやった。しかし当時は、コレヒオ・デ・メヒコで日本語
を勉強する人は、みんな英語から覚えたんです。メキシコに日系人は多いですが、そこ（コ
レヒオ）に一人で教えていました。彼らにとって大変苦しいだろうと思いました。
しかし世界は大体悪くなっていますけれども、いい面もあります。『源氏物語』の二千年の
時に、あらゆる国の人が出ていました。モンゴルの人、ビルマの人、あらゆる国の人が、『源
氏物語』を読んでいます。
一つ私の体験をお話します。私はクルーズ船で大西洋を渡っていました。マデラというポル
17　「源氏物語のスペイン語訳の計画が進んできたことは好い便りです。Formentor賞の頃、Seix Barral社の方 と々は付き合い
がありましたが、それはもう十五年前の話です。私は一度、国際交流基金の出版助成金の顧問になっていますが、四、五年前
から私が日本にいない時、会員を集めてきましたので、私の意見に餘り耳をかたむけない傾向です。しかし、源氏のスペイン語
訳は大丈夫ではないかと思われます。出版社の方から国際交流基金に申請すべきです。出版費の一部しか払わないような
記憶です。訳者は出版社から前払いを求めてもいいと思いますが、出版社に餘裕がない場合、サントリ文化財団のような組織
に申請してもいいです。現在、日本にもお金を出してくれる基金等が少なく、コロンビア大学の出版部の社長はこの間日本に来
て助成金を探してくれましたが、餘り集めなかったようです。」（1982年11月8日付。酒井スミコ氏所蔵）
18　 Del Conde 1987: 20.
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トガルの植民地の島に船が寄りました。ちょうどお祭りの日でした。小さい店が並んでいま
した。そして、そこに本屋があったんです。どんなものがあるだろうと入ってみたら、本が
ピラミッドのように並んでいました。そしてそのピラミッドの一番上が、『源氏物語』のポ
ルトガル語訳でした。それを見てとても嬉しくなりました。
3. おわりに
　NHKで放送された「私が愛する日本人へ　～ドナルド・キーン文豪との 70 年～」という
ドキュメンタリー番組 19 で、キーンは「私の仕事は、日本文学が世界文学であるということ
を証明すること」だと語っている。おそらく酒井も同じ目的を持っていたのだろう。外国語
文学を積極的に紹介した『スール』や『プルラル』において、酒井の翻訳はヨーロッパ文学
と肩を並べて掲載された。特に『プルラル』は、第一号の文学特集で酒井の『徒然草』抄訳
を取り上げて以来、定期的に日本文学の翻訳を掲載している。こうして、スペイン語圏でも
日本文学が世界文学として読まれるようになったのである。
　日本文学がキーンと酒井を結びつけ、同じく日本文化を愛したパスと共にその魅力を伝え
てきた。現在でもエル・コレヒオ・デ・メヒコは、スペイン語圏における日本研究の重要拠
点の一つである。1960 年代に酒井とキーンがメキシコに居合わせたこと、そしてキーンが
酒井をパスに紹介したことによって、メキシコは他のスペイン語圏と比べて多くの日本文学
作品を読む機会に恵まれた。今回のインタビューをきっかけに、ラテンアメリカにおける日
本文学の普及に貢献した酒井和也の再評価が進めば幸いである。
＊本研究は JSPS 特別研究員奨励費の助成を受けたものです。また、インタビューにご協力
頂いたドナルド・キーン氏、キーン誠己氏、アウレリオ・アシアイン氏（関西外国語大学）、
酒井スミコ氏にこの場を借りて感謝を申し上げます。
19　 2015年10月10日放送。
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4.　酒井和也翻訳一覧
作者 作品名 初出 スペイン語タイトル キーン訳 20
芥川龍之介 「羅生門」 1954
“Rashomon” ／ Rashomon ･ (1954),･El･biombo･
del･infierno ･(1959) に収録
「藪の中」 1954 “En･el･bosque”･／同上
「地獄変」 1954 “El･biombo･del･infierno” ／同上 21
「袈裟と盛遠」 1957
“Kesa･y･Morito” ／ El･biombo･del･ infierno ･
(1959) に収録
22
「鼻」 1958 “La･nariz” ／同上
「河童」 1959
“Kappa”･／Kappa,･Los･engranajes ･(1959) に収
録
「歯車」 1959 “Los･engranajes” ／同上
「酒虫」 1966 “El･gusano･del･vino”
「虱」 1970 “Los･piojos”
三島由紀夫 「葵上」 1957
“La･princesa･Aoi” ／ La･mujer･del･abanico.･
seis･piezas･de･teatro･Noh･moderno ･ (1959) に
収録
1957
「綾の鼓」 1957 “El･tembor･de･damasco” ／同上 1957
「斑女」 1959 “La･mujer･del･abanico” ／同上 1957
「邯鄲」 1959 “La･almohada･mágica” ／同上 1957
「卒塔婆小町」 1959 “La･bella･y･el･poeta” ／同上 1957
「道成寺」 1959 “El･ropero･del･amor” ／同上 1966
世阿弥元清 「綾鼓」23 1959 “El･tambor･de･damasco” 24
「熊野」 1966 “Yuya”
「至花道書」 1968 “Shikadosho:･El･libro･de･la･flor･suprema”
「恋重荷」 1968
“La･carga･del･amor”･／ Introducción･al･Noh:･
Teatro･clásico･japonés ･(1968) に収録
「花鏡」 1969 “Kakyō:･El･espejo･de･la･flor”
「関寺小町」 1973 “Komachi･en･Sekidera” 25
鈴木大拙 『禅仏教入門』 1960 Introducción･al･budismo･Zen
太宰治 『斜陽』 1960 El･sol･que･declina 1956
上田秋成
「吉備津の釜」
（雨月物語）
1965
“El･caldero･de･Kibitsu”･／Cuentos･de･lluvia･y･
de･luna･ (1969) に収録
「菊花の約」
（『雨月物語』）
1967 “Cita･en･el･día･crisantemo”･／同上
20　ドナルド・キ ンー・センター 柏崎「ドナルド・キ ンーについて」http://www.donaldkeenecenter.jp/profile01.html（2016年6月12
日閲覧）を参照。
21　キ ンー自身の翻訳ではないが、Keene（1956）に収録されている。
22　同上。
23　「綾鼓」の作者は不明とされているが、酒井は世阿弥の作品として紹介している。『スール』に掲載された三島の「綾の鼓」に
も、「世阿弥の作品に基づく」とある。後にメキシコで出版した『能楽入門』には世阿弥が「綾鼓」をもとに書いたとされる『恋重
荷』を掲載している。
24　キ ンー自身の翻訳ではないが、Keene（1955）に収録されている。
25　キ ンーの自身の翻訳ではないが、Keene（1970）に「関寺小町」と「通小町」が収録されている。
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「白峯」
（『雨月物語』）
1969 “Shiramine” ／同上
『雨月物語』 1969 Cuentos･de･lluvia･y･de･luna
鴨長明
『方丈記』
（抄訳）
1966 “Hōjōki” 1955
観阿弥清次 通小町 1968
“Komachi･y･ las･cien･noches”･／ Introducción･
al･Noh:･Teatro･clásico･japonés ･(1968) に収録
卒塔婆小町 1973 “Sotoba･Komachi” 26
ドナルド・キ ンー
“Japanese
aesthetics”
1973 “La･e
s i c
stetica･japonesa”
十郎元雅 「隅田川」 1968
“El･río･Sumida”･／ Introducción･al･Noh:･Te-
atro･clásico･japonés ･(1968) に収録
作者不明 「附子」 1968 “Busu” ／同上 1955
清少納言
『枕草子』
（抄訳）
1969 “El･libro･de･almohada”
27
安部公房 『砂の女』 1969 La･mujer･de･la･arena
「時の崖」 1972 “El･abismo･del･tiempo”
「犬」 1972 “La･perra”
道綱母
『蜻蛉日記』
（抄訳）
1969 “Kagerō･nikki:･El･diario･de･la･vida･efímera”
28
吉田兼好
『徒然草』
（抄訳）
1971 “El･libro･del･ocio” 1967
紫式部
「夕顔」
（『源氏物語』）
1972
“La･historia･de･Genji.･Capítulo･IV:･Rostro･del･
atardecer”
29
川端康成 「ほくろの手紙」 1974 “El･lunar” 30
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＜ Research Note ＞
Friendship between translators across the Americas:
 An interview with Donald Keene about Kazuya Sakai and
 the translation of Japanese Literature in Latin America.
Kana TAKAKI (Tokyo University of Foreign Studies)
【Keywords】Translation, Japanese Literature, Latin America, 
Japanese-Argentine, Octavio Paz
　　　Kazuya Sakai (1927 - 2001) was a Japanese-Argentine artist who translated plenty of Japanese 
literature into Spanish. In this article, the author reports the valuable testimony of Donald Keene (b. 
1922) about Sakai’s works and their friendship with each other and with other writers.
　　　Sakai was born in Argentina but raised in Japan. After translating Ryunosuke Akutagawa’s 
Rashomon  in 1954 in Argentina, he received attention from the Latin American literary world for 
introducing Japanese literature, which was not well known then. His translation work varied from 
classics and Noh dramas to moderns including Kobo Abe and Yukio Mishima. Sakai taught Japanese 
literature at El Colegio de México, the University of Texas and several other universities. Moreover, 
he succeeded as a painter and as a chief editor of the magazine Plural.
　　　Sakai and Keene first collaborated in 1957 with the special issue of the Argentine literary jour-
nal Sur on Japanese literature. Their friendship began in New York and lasted until Sakai passed away. 
During Sakai’s professorship at El Colegio de México, Keene visited the institute to give a lecture and 
introduced Sakai to Octavio Paz, which made him join Paz’s magazine, Plural. The magazine pub-
lished many of Sakai’s translations, reflecting Paz’s strong interest in Japanese literature, as he himself 
translated Basho Matsuo’s Oku no Hosomichi  in collaboration with Eikichi Hayashiya. 
　　　By interviewing Donald Keene, the author came to know that the three great translators of Jap-
anese literature, Sakai, Keene and Paz, were connected over North and South American continents. In 
addition, Keene talked to the author about a memory of Sakai, his works, and his background as Jap-
anese-Argentine. This interview is important evidence narrated by an authority of Japanese literature 
who knew the deceased very well.
